
活動記録 
10.7.4	 明徳館こんわ会発会式	 会長に藤井明氏就任 
	 	 	 	  記念講演会「事実と虚構の間」	 講師	 宮越郷平氏 

10.8.7	 ライブ・ライブラリー創刊号発刊 
10.11.10第１回朗読と音楽の夕べ 
11.4.17平成１１年度定例総会 
11.4.17講演「はる先生の文学作品」講師	 菅禮子氏 
	 	 	  以降	 定例総会にての講演会等 
12.4.15 古典琵琶演奏「祇園精舎」奏者	 鷹觜僧水氏 
13.4.14「ハタハタの謎を探る」講師	 杉山秀樹氏	 	 	 	 	 	 	 	 	  
14.4.13「言葉アラカルト～身の回りの事例から～」講師	 増田晴久氏	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
15.4.19「佐竹義尭の侍妾」講師	 土居輝雄氏	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
16.5.8「作家の夫婦」講師	 北条常久氏	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
17.4.16「千秋公園あれこれ」講師	 大渕貞利氏 
18.4.15 平成１８年度定例総会	 	 新会長に石黒壽佐夫氏就任	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
	 	 	 「脳卒中の現状と対策」講師	 安井信之氏	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  

19.4.7「エネルギーと人類」講師	 山田悦郎氏	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
20.5.10「笑いは人生のドレッシング」講師	 人星亭喜楽駄朗氏 
21.5.10近著『曠野夢幻』をめぐって	 	 講師	 宮越郷平氏 
22.5.9「活き活きコミュニケーションとは～ことばにも距離がある」講師	 依本悟氏 
23.5.7「大曲の花火	 日本一の軌道」講師	 賢木新悦氏 
24.4.20「人災からの復活『エリアなかいち』」講師	 こんわ会顧問	 藤井明氏 
25.4.27「コントラバス演奏とトーク」講師	 佐藤毅氏 
26.4.18「山田順子と秋声、夢二」講師	 高橋秀晴氏	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
27.4.13「郷土食・伝統野菜～そしてこれから～」	 講師	 吉尾聖子氏 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
28.5.14「地域とスポーツ」	 講師	 新出康史氏	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
29.4.15「気になる日本語」	 講師	 佐藤稔氏 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



【交流研修会】 
会員の研修と親睦を目的として、毎年一回県内外で視察研修 
13.9.27 増田町「まんが美術館」へ 
15.7.17 秋田県警察本部 
16.11.22創作童話研究施設、箕面市立図書館を見学・研修 

 17.6.22「石川達三の歴史を訪ねる」鹿角市で研修 
20.9.9仙台市内の宮城県図書館、仙台メディアテークで研修 
23.9.14太宰治のふるさと五所川原「立佞武多の館」・「斜陽館」 
27.10.13東成瀬村～自然・歴史・食を巡る旅～ 
29.7.4岩手県紫波町（オガール、野村胡堂あらえびす記念館） 
【受賞暦】 
15.1.10大和証券福祉財団よりボランティア活動支援に対し３０万円贈呈 
18.4.23文部科学大臣表彰	 当会の子どもの読書活動の推進に評価	 	 	 	  
	 	 	 	 代々木国立オリンピック記念青少年総合センターにて 
19.5.24キリン福祉財団より助成金	 	 ２０万円授与 
29.2.1県知事表彰「平成２８年度はつらつ高齢者輝き県民会議」にて受賞。 
【その他の活動】 
会報「ライブライブラリー」現在まで第４０号発刊 
朗読と音楽つどい…おおよそ一年に一回	 ２０回開催 
セミナー………… 「美しいに日本語シリーズ」 
                  「考えよう！ 市民と公共施設の協働」 
                  「共に語ろうもっと知ろう～明徳館を囲むトライアングル」 
創作童話事業………一般公募により第１０集	 発刊 
子ども読書の講座…子どもゆめ基金の助成金を活用して、こどもの読書を推	 	  
	 	 	 	 	 	 	 	 	 進するための技法を学ぶ講座を３回実施 
	 	 	 	 	 	 	 	 第１回「紙芝居を演じよう、つくろう」	  
	 	 	 	 	 	 	 	 第２回「おはなしを語る」	  
	 	 	 	 	 	 	 	 第３回「読書へのアニマシオン実習講座」 
おはなし会…………「Ｈ２３・３・１１の東日本大震災で秋田へ避難してき 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 た子どもたちへ、おはなし会を７回実施した。 
館長と語る会………明徳館を理解し活かすために、館長、司書職員と話し合 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 う会を市民にも呼びかけて実施。 
読書座談会…………こんわ会初めての読書に関する企画。 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 ブックレビュー方式で７人が本を紹介し、話し合った 
一箱古本市…………本との新たな出会いの試みとして、本のフリーマーケッ 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 ト古本市を実施 

 


